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・

ロ
同
い
環
境
性
能

華民

銅
箔
の
生
産
を
手
掛
け
る

三
井
金
属
鉱
業
上
尾
事
業
所

〈
埼
玉
県
上
尾
市
）
で
は
空

調
用
に
高
効
率
の
空
冷
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
を
取
り
入

れ、

4
月
に
稼
働
さ
せ
た
。

そ
れ
ま
で
蒸
気
吸
収
式
冷
凍

機
を
利
用
し
て
い
た
が
、
老

朽
化
で
効
率
が
悪
化
し
、
更

新
を
検
討
。
東
京
電
力
の
働

事長

電気：：~蜜わる

ヨ二干日Eヨ

き
か
け
の
も
と
「
環
境
性
能

が
高
い
こ
と
に
興
味
を
持
っ

た
」
〈
岡
田
和
之
事
業
所

長
）
こ
と
で
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ

の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

ネ
ッ
ク
は
初
期
費
用

た
だ
、
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た

ー
ビ
ス
料
と
し
て
今
年
4
月

か
ら
お
年
3
月
ま
で
支
払
う

と
い
う
内
容
。
「
初
期
費
用

が
不
要
で
保
守
管
理
も
サ
ー

ビ
ス
に
組
み
込
ま
れ
る
。
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
た
」

（
同
）
同
事
業
所
は
ヒ
I
ト

ポ
ン
プ
導
入
を
決
断
す
る
。

効
果
は
す
ぐ
に
表
れ
た
。

J
F
Sは
以
前
の
冷
凍
機
に

比
べ
、
真
夏
の
空
調
に
か
か

る
コ
ス
ト
が
ω
%
削
減
で
き

る
と
診
断
。
夏
を
迎
え
る
前

の
4

5
月
の
段
階
で
臼

制
%
の
削
減
結
果
が
出
た
。

本
格
的
な
暑
さ
が
到
来
す
れ

機
器
導
入
に
支
援
サ
ー
ビ
ス

空
調
コ
ス

な
手
段
と
実
感
し
た
」
（
同
）
。

効
用
は
省
エ
ネ
だ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
ま
で
の
蒸
気
吸

収
式
は
出
力
の
細
か
い
制
御

が
効
か
ず
、
涼
し
い
時
に
運

転
を
続
け
る
と
冷
媒
が
凍
っ

て
稼
働
が
止
ま
る
な
ど
の
弊

害
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

運
転
管
理
者
が
温
度
状
況
を

見
な
が
ら
機
器
を
操
作
す
る

子
聞
が
か
か
っ
て
い
た
。

一
方
、
新
た
に
導
入
し
た

い
。
利
便
性
が
格
段
に
上
が

っ
た
」
〈
三
浦
幸
一
製
造
課

設
備
係
作
業
長
）
と
い
う
。

利
便
性
が
向
上

銅
の
溶
解
で
熱
を
使
う
銅

箔
の
生
産
現
場
の
室
温
は
羽

度
C
近
く
に
上
る
。
そ
の

上
、
錆
に
弱
い
銅
に
湿
気
は

大
敵
で
湿
度
管
理
の
重
要
度

は
高
い
。
空
調
の
安
定
性
や

利
便
性
の
向
上
は
省
エ
ネ
と

夏
前
で
臼
%
減

ば
診
断
通
り

の
効
果
が
表

れ
る
と
同
事

業
所
は
見

る
。
「
最
初

は
半
信
半
疑

だ
っ
た
が
、

か
な
り
有
効

空
調
用
に
高

効
率
の
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
チ

一
フ
ー
を
導
入

東
芝
キ
ャ
リ
ア
製
の
ヒ
I
ト

ポ
ン
プ
は
複
数
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
連
結
し
て
単
一
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
作
動
す
る
。
出

力
に
合
わ
せ
て
動
か
す
モ
ジ

ュ
ー
ル
の
数
を
自
動
で
変
え

る
た
め
柔
軟
な
出
力
調
整
が

で
き
る
。
保
守
管
理
も
モ
ジ

ュ
ー
ル
ご
と
に
行
え
る
た
め

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
も
空
調
の

稼
働
を
続
け
ら
れ
る
。
「
ス

イ
ッ
チ
一
つ
で
自
動
で
省
エ

ネ
運
転
す
る
の
で
あ
り
が
た
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工採 o Sにのポ回
場用事 Cな足ンの
では務 O つがプヒ

E
S
C
O事
業

工
場
で
も
有
効

と
も
に
大
き
な
利
点
だ
。

初
期
費
用
を
月
々
の
サ
ー

ビ
ス
料
に
振
り
替
え
る
E
S

C
Oは
設
備
投
資
の
敷
居
を

下
げ
る
こ
と
に
な
る
。

J
F

S
に
と
っ
て
も
工
場
の
案
件

は
初
め
て
の
挑
戦
だ
っ
た
。

工
場
で
の
E
S
C
Oの
実
績

が
で
き
た
こ
と
で
、
東
電
は

「ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
の
提
案
の

手
段
が
広
が
っ
た
」
〈
東
電

埼
玉
支
店
ソ
リ
ュ

I
シ
ョ
ン

第
一
グ
ル
ー
プ
）
と
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
採
用
の
拡
大
に
期

待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

の
は
初
期
費
用
。
そ
こ
で
東

電
は
、
関
連
会
社
で
省
エ
ネ

支
援
サ
ー
ビ
ス
〈
E
S
C

O
）
事
業
を
手
掛
け
る
日
本

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
ソ
リ
ュ

I

シ
ョ
ン
〈
J
F
S、
東
京
都

新
宿
区
）
を
紹
介
。

J
F
S

は
同
事
業
所
に
対
し
、
「
シ

ェ
ア
I
ド
・
セ
イ
ビ
ン
グ
ス

契
約
」
を
提
案
し
た
。

同
事
業
所
は
機
器
導
入
に

か
か
る
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
な
く
、
省
エ
ネ
の
効
果
で

得
ら
れ
る
コ
ス
ト
削
減
分
の

一
部
を
J
F
Sに
月
々
の
サ

三
井
金
属
鉱
業
主
尾
事
業
所

生
産
設
備
全
体
で
省
エ

ネ
対
策
を
行
う
場
合
、
そ

れ
に
伴
う
機
器
交
換
が
工

場
の
工
程
自
体
に
も
変
更

を
迫
る
な
ら
ば
E
S
C
O

は
難
し
い
。
だ
が
、
空
調

に
対
象
を
限
れ
ば
工
場
で

も
E
S
C
Oは
有
効
な
手

段
と
い
う
こ
と
を
同
事
業

所
の
事
例
が
実
証
し
て
い

る。

〈
江
刈
内
雅
史
）


